
ルクセンブルク経済・金融情勢（２０１３年８月後半）

１．経済

●米Live Gamer社（本社ニューヨーク）、ルクセンブルクに支社を開設したこ

とを１９日に発表。同社はオンラインゲーム運営会社等に対し仮想マーケット

構築や決済サービスといったソリューションを提供しており、当国の他に米国

（カリフォルニア及びノースカロライナ）、韓国及びシンガポールに支社を有

する。（１９日付メディア通信総局及び経産省コミュニケ）

●２０１３年１月から７月までのフィンデル空港の貨物取扱量は３７５，１１

９トンで、前年同期比５．７％増加。２０１１年及び２０１２年は前年比でそ

れぞれ▲６．９％及び▲６．４％と減少傾向であったが、２０１３年は増加傾

向にある。また、同空港の利用者数は２０１０年以降増加傾向にあり、２０１

３年１月から７月までの利用者数は１２１万６千人で、前年同期比１３．３％

の増加。（２０日付ペーパージャム誌電子版）

●ＲＴＬグループ（本社当国）、２０１３年上半期の利益総額は４６７百万ユ

ーロで、前年同期比４１．１％増加。（２２日付ヴォルト紙電子版）

●７月の失業率は７．０％（前月は６．９％、前年同月は６．１％）。（２３

日付統計局プレスリリース）

●８月の消費者信頼感指数は▲７（７月は▲１２）で、３ヶ月ぶりに改善した。

（３０日付中央銀行プレスリリース）

２．金融

●露統計局の発表によると、７月１日時点にてルクセンブルクは対露投資額に

おいて第３位（４８０億ドル、全体の１２．９％）であった。なお、第１位は

蘭（６６５億ドル、同１８％）、第２位はキプロス（６４６億ドル、同１７．

５％）。（２３日付ヴォルト紙）

●国立貯蓄銀行（ＢＣＥＥ）、２０１３年上半期の収益は３２８百万ユーロで

前年同期比７．９％増、純利益は１４０．９百万ユーロで同０．２％増。同行

は、今後実施予定の銀行秘匿の一部解除の影響を受け、外国人による預金が少

なからず減少しているとした。なお、金融誌Global Financeによる２０１３年

の銀行信用度ランキングにおいて、同行は世界で最も安定した１０行のうちの

一つであると評価された。（２７日付ヴォルト紙及び２９日付ル・コティディ

アン紙）

●ＫＢＬヨーロピアン・プライベートバンカーズ、２０１３年上半期の純利益

は４１．９百万ユーロで、前年同期比３００％増。右は主に収益の増加や経費

削減等が要因である。（３０日付ヴォルト紙）



●ＢＧＬ ＢＮＰパリバ、２０１３年上半期の収益は７３７．２百万ユーロ（前

年同期は４５５．７百万ユーロ）、純利益は２１１．１百万ユーロ（同１０９．

２百万ユーロ）であった。収益の大幅な増加はリース部門の統合等が要因で、

右要因を除くと今期の収益は前年同期比６％である。（３１日付ル・コティデ

ィアン紙）

３．政府

●ルクセンブルク政府、２０日に３０年物国債の私募発行を通じて３００百万

ユーロを調達。今年はこれまでに３０億５千万ユーロが国債発行により調達さ

れている。（２２日付ヴォルト紙電子版）

●シュナイダー経産相、２９日から３０日にかけてトルコのイズミルを訪問。

同国の産業通商省副大臣及びトルコ企業と会談し、Izmir International Fair

の除幕式に参加。（３０日付経産省コミュニケ）

※ 当国政府機関の公表資料や各種報道等の公開情報を取りまとめたもの。


